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該当箇所 誤（変更前） 
正（変更後） 

（図の変更箇所は青矢印で示した） 

p.7，1 行目 微小管に結合して不安定化し 微小管を構成するチューブリンに結合して重合を阻

害し 

p.12，9 行目 

 
 

生成した化合物 精製した化合物 
 

p.15，下から 2 行目 サリチル酸（図 1・2 参照） サリチル酸（図 4・6 参照） 

注：図 1・2 のサリチル酸は半合成，図 4・6 は生合

成 

p.19 

2･2･2 の 11 行目 

エネルギーを消費する発エルゴン反応 エネルギーを放出する発エルゴン反応 

p.23，図 2・9 (b) 正（変更後）： 

 

 

p.30，図 2・18 正（変更後）： 

 

 

 

p.47，5 行目 

  

プロピオン酸を出発単位 プロピオニル CoA を出発単位 
 

p.48，図 3・21 正（変更後）： 



2 

 

 

p.51，1 行目 チューブリンのβ-サブユニットに結合して微小管の

脱重合を促進 

β-チューブリンに結合して重合を阻害 

P51，3 行目 微小管を不安定化する 微小管の重合を阻害する 

p.59，2 行目 キナ酸，プロトカテク酸，没食子酸 キナ酸と没食子酸 

p.59，4 行目 シキミ酸（さらに遡れば 3-デヒドロキナ酸（さらに遡れば 

p.65，1 行目 これらの化合物は，シンナミルアルコール類（ケイ

皮酸類のアルコール体）がラジカル縮合により生成

する． 

これらの化合物は，シンナミルアルコール類（ケイ

皮酸類のアルコール体）がラジカル重合することに

より生成する． 

p.75，下から 2 行目 

p.77，8 行目 

p.77，10 行目 

p.77，4･5･2 の 2行

目 

メバロン酸経路 イソプレノイド経路 

p.84 

5･2･3 の 2 行目 

分子内の二重結合に求核反応する 分子内の二重結合に求電子反応する 

p87 図 5・10 (a) プレスロロン ピレスロロン 

p.101，図 5・27 (b) 正（変更後）： 

 

p.110，最下行 メバロン酸経路により生合成され，動物ではスクア

レン 

動物では，メバロン酸経路により生合成されたスク

アレン 

p.116，図 5・44 正（変更後）： 
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p.118，図 5・46 (b) 正（変更後）： 

 

 

p.119，図 5・47 (b) 正（変更後）： 

 

 

 

p.121，図 5・48 (b) 正（変更後）： 
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p.128 

6･2･1 の 4 行目 

アルデヒドが生じ，Schiff 塩基（イミン）を形成 アルデヒドが生じ，分子内で第二級アミンとイミニ

ウムイオンを形成 

p.131，4 行目 イミンの形成 イミニウムイオンの形成 

p.131，図 6・4 (a) 正（変更後）： 

 

 

p.133 

6･3･2 の 5 行目 

Schiff 塩基形成 イミニウムイオン形成 

p.138，3 行目 N-メチル化された(S)-レチクリン N-メチル化されて生じる(S)-レチクリン 

p.138 

図 6・13 タイトル 

ベンジルイソキノリンアルカロイド類の生合成 ベンジルテトラヒドロイソキノリンアルカロイド類

の生合成 

p.142 

下から 3 行目 

ベンジルイソキノリンの分子内での ベンジルテトラヒドロイソキノリンの分子内での 

p.145，図 6・21  正（変更後）： 
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p.148，図 6・25 

 

 

フィゾスチグミン 
 

p.150，図 6・27 (c) 正（変更後）： 

 

（出発物質の化合物名を削除） 

 

p.156 

6･8･2 a の 2 行目 

インドール環の開裂反応と転位反応によって インドール環の開裂反応と巻き直しによって 

p.167，6 行目 から，転位反応によって生成する から，異性化によって生成する 

p.167，図 6・49 (b) 正（変更後）： 

 

p.162，7 行目 ヒドリドやアルキル基の転移反応などを経て生成す

る． 

ヒドリドやアルキル基の転位反応などを経て生成す

る． 

p.162 

下から 3 行目 

アルギニンを窒素源としたアミノ基転位反応により

導入される 

アルギニンを窒素源としたアミノ基転移反応により

導入される 

p.167 

下から 3 行目 

モジュール型触媒配列をもつ モジュール型構造をもつ 

p.168，図 6・50 (b) 正（変更後）： 

 

（左側の矢印の上の AMP を削除） 
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p.172，6 行目 末端アミンに結合している 末端に結合している 

p.172，図 6・57 (b) 正（変更後）： 

 

 

p.186，左段 

下から 3 行目 

ブレベトキシン B ブレベトキシン 

 

 

 

 


